
主目的 6 30 1

副目的

款 項 目 大 中

％ ％ ％

事務事業名 観光行事開催委託事業

会計区分 事業類型 一般一般会計

75

事業番号 79

平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート

市民産業部

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

担当部

直接実施・

運営
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平成１２年度以前 ～事業期間

総合計画

分野別計画

予算区分

観光資源を活用する

1

商工観光課

まちづくり観光係

33

平成３０年度以降

観光

担当課

1

産業振興

歴史的価値を持つ小牧山を活用した観光事業を委託実施することにより、市民及び来訪者

に対し小牧の魅力をアピールし、観光の振興を図る。

　四季折々の小牧山の良さをＰＲできるような、歴史と文化の調和のとれた観光事業の開催

を委託した。委託先：小牧市観光協会

○平成23年度実施内容

・春「さくらまつり」　　1200本の桜の名所を楽しんでいただけるような桜まつりを開催した。

内容：　会場装飾（夜間ライトアップ用の提灯・ぼんぼり、看板等の設置）、お茶会、写生大会

や写真コンクール等を実施した。

平成23年度実績：来場者数カウントなし（平成23年度は、平成23年3月11日に起きた東北大

震災により中止。）　事業費　4,184千円　（前期分：撤去費等　122千円　後期分：平成24年

度準備費用　4,062千円）

・秋「お月見まつり」　　中秋の名月の小牧山を舞台にしたお月見まつりを開催した。

内容：信長が好んだといわれる「薪能」（薪能実行委員会主催）や、小牧山をランドマークとし
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内容：信長が好んだといわれる「薪能」（薪能実行委員会主催）や、小牧山をランドマークとし

てPR発信することを目的として開催する「小牧山ランドマークフェスタ」（小牧青年会議所）と

協働開催し、観月会や月見茶会、月見汁の配布等を実施した。

平成23年度実績：来場者数　25,000人　事業費3,494千円

・冬「初日の出を拝む集い」　　濃尾平野に孤高する小牧山山頂において、初日の出を拝む

集いを開催した。

内容：小牧市歴史館（小牧城）の特別開館・お汁粉や来場記念絵馬の配布等を実施した。

平成23年度実績：来場者数　2,000人　事業費266千円

市職員は委託契約事務を行ったほか、観光協会事務局として、事業実施した。
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人

小牧山の魅力を生かした観光事業実施を委託し、実施した。ただし、小牧山さくらまつ

りについては、東北大震災の影響により中止した。

135,000

H24

観光事業をより魅力的に事業展開するためには、観光協会を中心に、市民・企業との

連携が必要となることから、平成24年度より行政組織を変更した。（商工課→商工観

課とし、まちづくり観光係を設置）

観光協会については、平成24年度より、協会内に様々な課題に取り組む分科会を設

置し、協会の自立化に向け、支援強化しつつ取り組む。
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事業実施におけ

る課題等

小牧市観光協会へ委託実施しているが、事務局が商工課内にあり、実際の事業実施

を商工課職員が行っている。今後、観光協会の組織・体制について強化を図り、市民

や企業と連携し事業を進めて行くことが課題である。

　平成25年度は、小牧山城築城450年にあたり、機運も高まりつつあることや、今後、

観光を産業に発展させていくためには、史跡小牧山の活用が最重要であるため。

方向性の判定 拡充

改善案等

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由

一次評価のとおり。小牧観光協会の組織・体制の強化が進めれている。平成25年度小牧山

城築城450周年に向けて事業の拡充が必要であるため。
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今後、観光を推進して行くうえで、本市のシンボルであり、観光資源としての価値も高

い小牧山を活用した観光事業の実施が縮小・廃止されれば、盛り上がりつつある市

民の観光への意識の高揚が停滞すると考えられる。


